
長
浜
文
化
芸
術
会
館

〒526-0066
 

滋
賀
県
長
浜
市
大
島
町
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月
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日

日
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10
時
半　

開 

場　

10
時

午
前
の
部

終
演
時
間 

12
時
半 

予
定

お問い合わせ

  

な
が
は
ま
歌
舞
伎
の
観
劇
に
つ
い
て

長
浜
曳
山
ま
つ
り
と
曳
山
文
化
の
保
存
伝
承
、情
報
発
信
と
地
域
活
性
化

を
官
民
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
推
進
会
議
」へ
の
協

賛
二
千
円
に
つ
き「
な
が
は
ま
歌
舞
伎
」の
招
待
券
一
枚
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。協
賛
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
曳
山
博
物
館
ま
で
お
電
話
、フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
御
願
い
し
ま
す
。

TEL 0749-65-3300     FAX 0749-65-3440
M
AIL m

useum
@
nagaham

a-hikiyam
a.or.jp

午
後
の
部

開 

演　

14
時　

  

開 

場　

13
時
半

終
演
時
間 

16
時 

予
定

寿
二
人
三
番
叟

新
版
歌
祭
文 
野
崎
村

久
作
住
家
の
場

土
手
の
場

長
浜
三
役
歌
舞
伎

長
浜
子
ど
も
歌
舞
伎

本事業は令和6年度文化庁文化芸術振興費補助金（地域文化財総合活用推進事業）の補助を受けています。
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新
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歌
祭
文 

野
崎
村

久
作
住
家
の
場

土
手
の
場

長
浜
三
役
歌
舞
伎

寿
二
人
三
番
叟

長
浜
子
ど
も
歌
舞
伎

出
演
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演
者

寿
式
三
番
叟
と
は

　

能
の「
翁
」を
義
太
夫
節
に
う
つ
し
た
も
の
で
、
五
穀
豊
穣

へ
の
祈
り
を
あ
ら
わ
し
、
正
月
や
特
別
な
行
事
の
際
に
、
祝

賀
の
た
め
に
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

長
浜
曳
山
祭
で
は
、
お
目
出
度
い
と
さ
れ
る
、
壱
番
山
で

最
初
に
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
長
浜
曳
山
祭
令
和
五
年
度
、令
和
六
年
度
三
番
叟

役
者
の
二
人
で
、二
人
三
番
叟
を
披
露
し
ま
す
。
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兵
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も
と
相
良
丈
太
夫
と
い
う
武
士
の
倅
で
あ
っ
た
久
松
は
、

父
を
亡
く
し
百
姓
久
作
の
養
子
と
な
っ
て
、
大
坂
の「
油
屋
」

と
い
う
質
屋
に
丁
稚
奉
公
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
間
に
油
屋

の
一
人
娘
お
染
と
恋
に
お
ち
ま
す
が
、番
頭
の
悪
計
か
ら
盗

人
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
て
野
崎
村
の
実
家
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
久
松
と
後
妻
の
連
れ
子
の
お
光
を
夫
婦
に
し
よ
う

と
い
う
久
作
。お
光
は
夢
か
と
ば
か
り
喜
び
婚
礼
の
支
度
に

か
か
り
ま
す
。そ
こ
へ
遥
々
大
坂
か
ら
お
染
が
久
松
恋
し
さ

に
訪
ね
て
来
ま
す
。そ
れ
と
悟
っ
た
お
光
は
嫉
妬
し
て
、
久

作
に
灸
を
据
え
な
が
ら
久
松
と
喧
嘩
に
。お
染
に
気
づ
い
た

久
作
は
お
光
を
奥
へ
連
れ
入
る
一
方
、命
が
け
で
恋
を
貫
こ

う
と
す
る
お
染
久
松
の
短
慮
を
戒
め
ま
す
。

　

歌
祭
文
の
「
お
夏
清
十
郎
」
の
悲
恋
を
聞
か
さ
れ
納
得
し

て
別
れ
る
と
い
う
二
人
。喜
ぶ
久
作
は「
善
は
急
げ
」と
お
光

と
祝
言
さ
せ
よ
う
と
連
れ
て
来
ま
す
が
、お
光
は
す
で
に
髪

を
切
り
袈
裟
を
纏
っ
た
尼
姿
。驚
嘆
す
る
久
作
に
、
二
人
は

心
中
す
る
覚
悟
と
見
抜
き
自
分
は
身
を
引
く
よ
り
道
は
な

い
と
語
る
お
光
。

　

義
理
と
人
情
と
恩
愛
に
絡
ま
れ
一
同
涙
に
く
れ
て
い
る

と
、そ
こ
に
お
染
を
案
じ
て
追
っ
て
き
た
油
屋
の
後
家
お
常

が
現
れ
ま
す
。お
光
の
健
気
な
志
に
感
謝
し
、
病
人
の
見
舞

い
と
尼
子
へ
布
施
と
差
し
出
し
た
金
は
久
作
が
久
松
の
濡

れ
衣
に
対
し
立
て
替
え
た
も
の
で
し
た
。世
間
の
手
前
と
お

光
へ
の
遠
慮
か
ら
、
お
染
母
娘
は
船
、
久
松
は
堤
を
籠
と

別
々
に
大
坂
へ
と
帰
っ
て
行
く
の
で
し
た
。気
丈
に
見
送
る

お
光
も
、
久
作
と
二
人
に
な
る
と
心
の
張
り
が
切
れ
、
父
の

胸
に
取
り
す
が
り
泣
き
崩
れ
る
の
で
し
た
。


